
令和７年度 さいたま市広島への中学生平和学習派遣事業 成果報告 

 事業の概要  

派遣の目的 

次代を担う子どもたちの代表が被爆地広島を訪れ、被爆の実相に 

触れることにより、戦争や原爆被害を実感し、戦争の悲惨さと平和 

の尊さを学び伝えること。 

全体スケジュール 

日 程 内 容 

４月 30 日(水)～６月２日(月) 派遣生徒の募集 

６月中旬～下旬 派遣生徒の選考・決定 

７月 13 日(日) 事前学習会 

８月 ５日(火)～７日(木) 広島派遣〔２泊３日〕 

９月 21 日(日) 成果報告会 

派遣生徒（市内在住の中学生 10 名） 

氏 名 学年 学校名 氏 名 学年 学校名 

伊東 悠希 ２ 筑波大学附属中学校 孫 健淞 １ 市立大宮国際中等教育学校 

牛込 和奏 ２ 市立植竹中学校 中山 花奈 １ 市立内谷中学校 

遠藤 慧美 ３ 市立大宮西中学校 藤本 絢銘 ２ 市立岸中学校 

木下 颯 ２ 市立木崎中学校 槙原 彩乃 ２ 市立常盤中学校 

下舘 泉 ２ 浦和明の星女子中学校 渡部 雄士 ３ 市立日進中学校 

 

 事前学習会  

まずは、簡単な自己紹介をして顔合わせをし、事業概要や 

旅程の説明を受けました。その後、第二次世界大戦前後の世界 

や日本に関する講義を受けて基礎知識を確認し、その内容に 

ついて派遣生徒同士で ディスカッションや発表 をして考え 

や想いを共有しました。 

 

 

 

 

 

最後に、派遣生徒全員で話し合い、今回の  派遣学習テーマ  を決定しました。 

 

  
 

・ なぜ、世界や日本は戦争に向かっていったのだろうか 

・ 第二次世界大戦は、どのように始まり、どのような経過を 

たどって終結を迎えたのだろうか 

・ 戦争は、人々の生活にどのような変化を与えたのだろうか 

日時：７月 13 日(日) 10 時～12 時 

場所：市立桜木公民館 

広島での  原爆被害を通して過去を学び、 

未来の平和のために何ができるか  考えよう 
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 広 島 派 遣  

ＤＡＹ１ ８月５日○火  

時刻・場所等 内容 

8:00 集合 

出発式 [東京駅] 

 

8:39 東京駅発 

（車内で昼食） 

12:33 広島駅着 

≪東京駅で出発式をし、新幹線で移動≫ 

 派遣団長の教育長から激励の言葉を受け、広島に向けて出発しました。 

 

 

 

 

13:00～15:00 

バス移動 

[広島駅～広島市～ 

呉市～江田島市] 

≪車窓から原爆ドームや広島城、広島湾の風景を見学≫ 

 バスガイドの方の案内を聞きながら、広島の街並みや文化を感じました。 

15:30～16:45 

施設見学① 

[旧海軍兵学校(海上

自衛隊第１術科学校)

／江田島市]  

≪旧海軍兵学校(海上自衛隊第１術科学校)を見学≫ 

当時、世界三大兵学校の一つと称された、大日本帝国

海軍の将校を養成していた学校で、現在では、海上自衛

隊の第１術科学校や幹部候補生学校などになっていま

す。 

ガイドの案内で構内を見学し、神風特攻隊員たちの遺

書・遺品などの貴重な資料や、真珠湾攻撃に使用された

特殊潜航艇などの実物を通じて、当時の日本が戦争に至

った歴史や戦争の悲惨さを学びました。 

19:30 

ホテル着 

[コンフォートホテル

呉／呉市] 

≪ホテル到着後、一日を振り返り、翌日の心構えを確認≫ 

 現地に行き、実物に触れ、「生の声」を聞くことの

大切さを感じた生徒が多くいました。 

また、翌日の式典や平和学習の集いに向けて、ど

うすれば平和になるか、広島や全国から集まった参

加者はどう考えているか、自分はどうしていきたい

かを沢山考える一日にしようと話し合いました。 

現地に行くことで、戦時

下の生活の厳しさや重み

のようなものを感じて、平

和は多くの人の努力で守

られていると知ることが

できました。 

木崎中 2年 

木下 さん 

生徒の声 
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ＤＡＹ２ ８月６日○水  

時刻・場所 内容 

5:10 ホテル発 

6:30 会場着 

 

8:00～8:50 

平和記念式典 

[平和記念公園] 

≪平和記念式典に参列≫ 

被爆８０周年の平和記念式典に参列し、厳粛な雰囲気

の中、原爆で亡くなった方の慰霊と、世界の恒久平和 

実現を祈念しました。 

 

10:00～12:00 

第１回全国こども

平和サミット 

[広島国際会議場] 

≪第１回全国こども平和サミットに参加≫ 

全国から集まった小中高生がともに被爆について学

び､平和のメッセージを発信するイベント。 

当時６歳で被爆した梶
か じ

矢
や

 文
ふ み

昭
あ き

さんの体験講話、詩の

朗読、各地域･団体での平和の取組の発表を聴き、原爆

被害について学び、平和への思いを共有しました。 

13:30～16:45 

第１回全国平和学

習の集い 

[広島県 JA ビル] 

≪第１回全国平和学習の集いに参加≫ 

全国から集まった小中高生と交流し、平和学習や意見交換をするイベント。 

当時８歳で被爆した八幡
や は た

 照子
て る こ

さんの体験講話、広島の中高生からの原爆被害の説

明を聴き、様々な地域からの参加者でグループになり、

「地元での戦争被害」や､「平和でない状態を解決するに

はどうすればいいか」をテーマに意見を交わしました。 

19:30～20:20 

とうろう流し 

[平和記念公園] 

≪８月６日とうろう流しに参加≫ 

戦後まもなく、原爆で亡くなった方の慰霊の 

ため始まったと言われており、元安川の護岸 

から、思い思いに平和への願いを書いたとう 

ろうを自らの手で流しました。 

20:30 

ホテル着 

[コンフォートホテル

広島大手町] 

≪ホテル到着後、一日を振り返り、思いや感じたことを発表≫ 

 

 

大切な式典に自分が出席

させていただいたことの責

任と、資料を読むだけでは

分からなかった生の声から

伝わる重みや温かさを感じ

ました。 

人前で話すのは苦手で

したが、沢山の人が集まる

中で勇気を出して発表し、

私の平和への思いを共有

できたことが嬉しかった

です。 

岸中 2 年 

藤本 さん 

常盤中 2年 

槙原 さん 

広島だけでなく、世界中から多くの人が

集まる８月６日は特別な日なのだと感じま

した。全国から集まった同世代と話をして、

戦争に対する様々な思いがあることを知る

ことができました。 

浦和明の星女子中

2 年 下舘 さん 

生徒の声 

生徒の声 

生徒の声 
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ＤＡＹ３ ８月７日○木  

時刻・場所 内容 

8:00～8:30 

私のピース目標の記入 

9:00 

ホテル発 

≪学びや経験を踏まえ、平和に関する個人目標を設定≫ 

9:30～11:30 

施設見学② 

[広島平和記念資料館]  

≪広島平和記念資料館を見学≫ 

 原爆による被害を世界中の人々に伝え、核兵器廃絶と

世界恒久平和の実現に貢献することを目的に、被爆者の

遺品や被爆による被害を示す写真・資料が数多く展示さ

れています。 

 被爆８０周年に合わせて国内外から多くの人が見学に

訪れる中、８０年前の広島にも

たらされた惨状、核兵器の恐

怖や非人道性等の被爆の実

相、核兵器を取り巻く世界情

勢について学びました。 

 

 

 

11:30～12:20 

施設見学③ 

[平和記念公園・原爆

ドーム] 

≪平和記念公園・原爆ドームを見学≫ 

平和記念公園内を巡り、原爆で亡くなった子どもたち

を慰霊する「原爆の子の像」や、８０年前に被爆した当

時の姿で立ち続ける「原爆ドーム」を見学し、被爆後の

人々が伝えてきた平和への願いを感じました。 

14:43 広島駅発 

19:56 東京駅着 

※一時運転見合せにより遅延 

20:00 

解散式 [東京駅] 

≪新幹線で帰路につき、 

東京駅で解散式を実施≫ 

無事に東京駅に到着し、派遣

団長の教育長から労いの言葉

を受け、解散しました。 

大宮国際中等教育 

1 年 孫 さん 

被爆後の傷を負った人々の様子にショック

を受け、とても心に刺さりました。これから

も原爆投下による当時の惨状を学び続け、周

囲の人に伝えていきたいと思います。 

８０年前に被爆した当時

の姿のまま原爆ドームが 

残っているのは、 

すごいことだと思

います。平和を大切

に思う心を私たち

が受け継ぎ、日本が

受けた被害も、他国

にしてきたことも

どちらも知りたい 

と感じました。 

広島は、平和を目指す国々にとって大事

な場所であると感じました。戦時下を生き

た一人ひとりに人生があり、それぞれの苦

しさがあったことを改めて実感しました。

植竹中 2年 

牛込 さん 

日進中 3年 

渡部 さん 

生徒の声 

生徒の声 

生徒の声 
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 成果報告会  

 ８月５日から７日までの２泊３日の広島での体験、その中で得た学びや平和への思い、今後の抱負を 

プレゼンテーション資料としてまとめ、市長・教育長等に直接報告を行いました。 

 派遣生徒からは、事前学習会、派遣当日の行程や概要を報告した 

後、「事業に参加した今想うこと」、「これからの私」について、 

一人ひとりの思い を発表しました。 

 

 これに対し、市長・教育長からは、派遣生徒からの報告に対する 

講評や生徒たちへの思いが伝えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 各学校での発表・展示  

 派遣生徒が所属する各学校では、全校・学年集会の場などでの発表、文化

祭での資料展示を行いました。発表等を通じて、派遣生徒が広島への派遣で

得た学びや経験、平和への思いをフィードバックし、平和の輪を広げました。 

・ 被爆者の体験を直接聞き、遺品や被爆当時の写真を目にして、衝撃を受

けた。教科書では伝わらない苦しみや悲しさが伝わってきた。 

・ 現地の空気感や広島の人々の思いを肌で感じ、現地で五感で感じるこ

との大切さを学んだ。 

・ 今回の経験を身近な友人や家族に伝えることから始めたい。自分にで

きることは小さな一歩だが、その一歩が未来の平和をつなぐ力になる。 

・ 現地に行き、空気感や当事者の思いに触れることは大事なこと。広島で

しか得られない貴重な学びの機会になったことと思います。 

・ 感じたことを自分の言葉で話してもらい、真剣な表情で語られる言葉 

一つひとつに、胸を打たれました。 

・ 皆さんが感じたことを、ぜひ多くの人に伝えてほしい。平和の輪をさら

に広げていく大きな力になることを期待します。 

・ 今回の経験が､皆さんの人生にとってもプラスになることを願っています。 

日時：９月 21 日(日) 10 時～11 時 30 分 

場所：市役所 第２別館 

2 年 伊東 さん 

生徒の声  

生きたくても生きられなかった人々のため

に、被爆者の声を直接聞ける最後の世代であ

る私たちが思いを受け継ぎ、周囲の人と共に

平和について考えていく使命があると感じて

います。 

生徒の声 

大宮西中 

3 年 遠藤 さん 

戦争は、どこか他人事のように思ってい

ましたが、現地に行き五感で感じること

で、多くの人に「平和の尊さ」を自分の言

葉で伝えていきたいと考えるようになり

ました。 

派遣を通して、当たり前

のように感じることこそ

が平和への第一歩につな

がると思いました。まず

は、いじめや差別をなくす

こと、様々な視点から物事

を考えることを大切にし

てほしいです。 

内谷中 1年 

中山 さん 

生徒の声  



 

筑波大学附属中学校 ２年 

伊東 悠希 
 

「知って、伝えて、考える広島」 
 

 

事業に参加した今想うこと 

 戦後 80 年の節目を迎え、平和学習派遣事業に参加し被爆地広島を訪れた私は、過去から与えら

れた使命があると感じた。 

 ８月６日、ちょうど 80 年前のこの日に被爆されたお二人のお話を伺い、当時の思い出したくも

ない悲惨な状況、大切な家族を失った悲しみ、傷や後遺症に立ち向かう辛さ、それらが聞いてい

る私に深く刻まれた。お二人のお話の中に「受け継ぐ」という言葉があった。生きたくても生き

ることができなかった人のために、生きることができた私達には悲惨さを受け継いでいく使命が

あるのだ、そのようにおっしゃっていた。 

 平和とは一体何なのか、平和を考え直すためにはまずは過去を知る必要がある。そのためには

広島や長崎を訪れ、現地でしか知ることができないものを得ることが大切である。さらにそこか

ら学んだことや考えたことを伝えていく。そして共に平和について、これからの日本や世界がど

うあるべきなのかについて考えてみる。これが被爆された方がいなくなってしまったときにも次

の世代へと受け継いでいくために必要になってくることではないかと感じた。 

 平和記念式典の小学生による「平和への誓い」の中で「One Voice」という言葉があった。被

爆された方の１つの言葉が変化をもたらすきっかけとなり、影響を与えることができる。被爆さ

れた方とそれを知らない人々の懸け橋となり伝えていくのが私たちである。１つ１つのお言葉を

大切に汲み取って受け継ぎ、伝え続けていくことが私たちに託された使命なのである。 

これからの私（今後の抱負） 
 

 今、日本では戦争は起きていない。しかし世界に目を向けると

戦争や紛争によって多くの方が犠牲になってしまっているのが現

実である。このままでは「平和」が遠ざかっていってしまう。 

 世界がピンチに陥る今こそ、私たちのチャンスであると考え

る。私は戦争をせず、核を持っていない日本が世界平和の先駆者

になるべきだと考える。しかし国内で戦争のことを知らない、考

えたことがない人がたくさんいる状況がある。これらを解消する

ために、まずは戦争のことについて知り、それを周りに伝え、共

に平和を考える、「知って伝えて考える」という流れを促してい

くことが私たちの責務であると思う。 

私の曾祖父母は熊野町で被爆をした。私は被爆４世である。そんな私だからこそ、学校の友達

に伝えること、SNS を使って発信することだけではなく、ワークショップの開催や平和に関する

ボランティアに参加するなど戦争や平和について自分の事として考え、話し合いながら平和の輪

を広めていく。 

― 過去を学び 知って 伝えて 考える  自分ごととして 話し合う ― 

８０年前の悲惨な状況を物語る原爆

ドームと共に歴史を歩んできた広島

市の復興の力と、元安川をはじめと

した平和記念公園の建造物から戦争

を語り継ぐ強い気持ちを感じた。 



 

さいたま市立植竹中学校 ２年 

牛込 和奏 

「小さな平和が繋
つな

がれば世界平和に」 
 

 

事業に参加した今想うこと 

私は中学生平和学習派遣事業に参加したことで、今までと違う視点で平和の大切さ、尊さを考

えました。 

平和記念式典に参加し、いくつか資料館を訪れて、今の私たちが過ごせている平和に行き着く

までにいかに大変だったかと、平和はとてももろいものであるということを知りました。二人の

被爆者の方のお話を聞いて、戦争で苦しむ人をこれ以上増やしてはいけないという強い気持ちを

受け取りました。そして平和を大切に思う心を私たちは受け継がなければいけないと思いました。 

 今までは歴史の授業で聞いてもあまり深く考えていませんでしたが、今回、平和記念資料館の

対話ノートを読んではっとしました。そこには日本の被害に対するコメントだけでなく、ある外

国の方から日本の加害についても書かれていて、とても衝撃を受けました。戦争で日本人がされ

たこと、してきたことを様々な視点から知り、分かり合うために偏らない考えを持つことで、こ

れからの平和につなげていきたいと考えました。 

今回、平和記念式典や全国平和学習の集いに参加させてもらい、同年代の平和を愛する仲間た

ちと平和について話し合ったことで、「平和を願う」だけでなくて何か行動につなげていきたいと

強く思いました。 
 
 

これからの私（今後の抱負） 

私は中学生平和学習派遣事業で、広島の今の平和を感

じ、自分も今後平和をつなげていきたいと思いました。ま

だ私は選挙に行っていいと思う人を選ぶなどできません

が、身の回りの小さな平和は作れます。それが私のピース

目標の「みのまわりに小さな平和を創る！」です。学校内

でもクラス内でも、どれだけ小さな範囲であったとしても

それは平和です。小さな平和をみんなが作って集めていけ

ばどんどん規模は大きくなり、やがては世界平和につな

がっていくと信じ、私は行動し続けます。 

― みのまわりに 小さな平和を創る！ ― 

平和記念資料館を訪れた際に折った鶴で

す。初めは自分だけしか折っていませんで

したが、次第にみんなも続々と折ってくれ

ました。はじめは自分だけでも、次第に広

がっていくことを実感しました。 



 

さいたま市立大宮西中学校 ３年 

遠藤 慧美 
 

「繰り返さないために」 
 

 

事業に参加した今想うこと 

今回、広島への中学生平和学習派遣事業に参加し、想像をはるかに超える原爆の被害の大きさ

に、私はこれまでに感じたことの無い衝撃を受けました。戦後 80 年という長い年月が経った今

でも、広島では決して消えておらず、苦しみを背負い続けている方々がいるという事実を、被爆

者ご本人の口から直接聞いたとき、言葉を失いました。平和とは何かという問いが、自分の心に

重く突き刺さりました。 

派遣前の私は、教科書やインターネットを通じて原爆のことを知ってはいましたが、それはど

こか遠い世界で昔の出来事のように感じ、深刻さを本当には理解できていませんでした。しか

し、お二人の被爆者が語る壮絶な体験をもし自分の家族だったらと想像しながら聴いたとき、心

の底から震えました。命の尊さ、そして二度と繰り返してはならないという強い思いがこみ上げ

てきました。今、私たちに平和が必要な理由は安心して大切な人と暮らしていたいからというの

が大きな理由ではないかと考えました。 

さらに、旧海軍兵学校や平和記念資料館で実物の写真や遺品を目にした瞬間、胸が締めつけら

れました。一瞬で崩壊した街、幼い命を奪われた子どもたち、その現実の重さはただの歴史の一

場面ではなく「人間が生きた証」であり「私たちが決して忘れてはいけない事実」なのだと痛感

しました。原爆のことを軽んじることは、人の命を軽んじることと同じだと感じました。 
 
 

これからの私（今後の抱負） 

私は、広島への中学生平和学習派遣事業の中で、全国平和

学習の集いで同世代の人達と平和について話し合いました。 

色々な地域に住む人達との話し合いを経て、自分達には

｢これから長い時間をかけて語り継いでいく責任｣があると感

じました。今、私たちが声を上げなければ、戦争や原爆の記

憶は静かに風化して、歴史は繰り返しまた罪のない人が何万

人も犠牲になってしまいます。 

だから私は、まず身近な友人や家族に、この体験を自分の

言葉で伝えることから始めたいと思います。そして放送委員

としての活動や SNS を通じ、より多くの人に「平和の尊さ」を訴えていきたいです。私にできる

ことは小さな一歩です。しかしその一歩が、未来の平和をつなぐ力になると私は信じています。 

今後は、この派遣で経験できた命の重さを忘れず、周りの友達の意見を尊重し合い、支え合う

社会を築くために、私は責任をもって行動し続けたいと思います。 

― 対話で 平和へと繋
つな

げていく！ ― 

原型が分からない程まで破壊された衣

服を見て、原爆の惨さと被害の大きさ

をひしひしと感じました。 



 

さいたま市立木崎中学校 ２年 

木下 颯 
 

「平和は一人ひとりの行動から」 
 

 

事業に参加した今想うこと 

２０２５年８月５日から７日にかけて、広島への平和学習派遣事業に参加しました。被爆者の

方の体験を直接聴き、平和につなげたいと思ったからです。 

原爆投下時刻の８月６日午前８時１５分、平和記念式典で黙とうを行い、平和を祈りました。

こども代表による平和への誓いでは「どんなに時が流れても、あの悲劇を風化させず、記録とし

て被爆者の声を次の世代へ語り継いでいく使命が、私たちにはあります。」という言葉から未来へ

つなぐ大切さを感じました。 

第１回全国こども平和サミットの被爆者の梶谷文昭さんの講話では、「みたび許すまじ 原爆を 

せかいのまちに」という歌が心に残りました。過去の悲劇を二度と繰り返してはならないという

強い思いが、伝わってきたからです。 

第１回全国平和学習の集いでは全国から集まった中学生とのグループディスカッションを行い、

平和に対する考え方や大切にする価値が人によって異なることを知りました。たとえ違いがあっ

ても、その違いを認め合い、理解を深めながら話し合うことが、共に平和を築くことにつながる

と感じました。 

広島平和記念資料館では、焼け焦げた衣服や形を失った食器、止まった時計などを見て、原爆

が一瞬で人々の日常を奪ったという事実を実際に目にしたことで感覚や感情が深く心に刻まれま

した。 
 
 

これからの私（今後の抱負） 

被爆者の方々の思いを聴き、平和記念資料館で見

て学んだことで、平和は大勢の人の努力によって守

られているものだと知りました。 

家族や友達に今回の経験を話したりすることで身

近なこととして考えてもらったり、また、意見の違

いを認め合う大切さを伝えていきたいです。 

普段の生活でも相手の話をよく聴き、小さなこと

からでも行動を続け、未来の平和を守れる様になり

たいと思います。  

― 二度と同じ悲しみを繰り返さないために 学び続ける ― 

佐々木貞子さんが病気の回復を願って折った千羽鶴。

今では平和の象徴として世界に伝えられています。 



 

浦和明の星女子中学校 ２年 

下舘 泉 
 

「戦争の悲惨さ 伝える」 
 

 

事業に参加した今想うこと 

 私は、広島への中学生平和学習派遣事業に参加させていただきました。大きく 2 点感じたこと

があります。 

まず、１点目として、広島全体で８月６日が特別な日として大切にしていると強く感じました。

町全体に多くの人が集まり、様々な場所で追悼されていました。特に 8 時 15 分は特別な時間でし

た。平和記念式典、全国こども平和サミット、全国平和学習の集い、そしてとうろう流しとどれ

も平和を祈る広島の強い気持ちがあらわれていました。 

２点目は、８月６日の広島の願いと、私が学ぶキリスト教の考えがとても似ているのではない

かという点です。実は、めざすところは同じではないか。どの時代もどの世界でも同じものを求

めているのではないか。と感じました。 

それなのに・・・なぜ人類はこんなに悲惨な戦争を繰り返すのか。 

キリスト教の中に『隣人を自分のように愛しなさい』という教えがあります。私たちは国や宗

教、言葉の違いを超えて互いの命を守りあう必要があると思います。広島の地からも憎しみでは

なく心の平和を広げていけないかと強く感じました。 
 
 

これからの私（今後の抱負） 

これからの私が、頑張りたいことは次の 2 点です。 

１点目は、広島で感じた、この悲惨さを風化しない

ように、まずは身近な人に伝えていき、多くの人に広

めていくことです。広島の人々がずっと守り、伝えて

きたことを私の言葉で引き継いでいきたいと思いま

す。 

２点目は、今の日々の平和は、過去の出来事を通

じて成り立っていることに感謝し、心の平和をずっ

と持ち続けることです。８月５日に広島に入り、と

てもきれいな自然が残る広島の海を見て、その翌日

にあまりにも悲惨な広島を感じ、平和は一瞬にして失われる可能性があることを痛感しました。

その上で、今という平和な日本に生きていることに感謝したいと心から感じました。 

― 戦争の悲惨さ 伝える ― 

原爆ドームを背景にし、元安川にとうろうを流して

いる。みんなの願いがかないますように。平和がず

っと続きますように。 



 

さいたま市立大宮国際中等教育学校 １年 

孫 健淞 
 

「平和を実現するためにできること」 

 

 

事業に参加した今想うこと 

私は、広島への中学生平和学習派遣事業に参加し、その中で、平和記念式典に参列しました。

今までは平和記念式典をニュースで一部だけを見ていただけでした。しかし、実際に参加するこ

とで一気に自分事となり、原爆や平和のことについて考えるきっかけになりました。そして、平

和記念式典に国内外からたくさんの人々が参列する中で自分が参列できたことを誇りに思います。 

他にも、被爆者の梶矢さんと八幡さんの被爆時のお話を伺いました。そして、亡くなってしま

った家族のお話や現在の後遺症などのお話をしてくださいました。梶矢さんも八幡さんも被爆者

という共通点があるだけで、それぞれの人生があり、家族がいました。原爆によって亡くなった

方もそうです。全員、それぞれ自分の人生があり、大切な人がいたのです。原爆はそれを理不尽

に奪ったのだと考えると許してはいけないと思いました。そして、絶対にもう二度と使用しては

いけないと思いました。 
 
 

これからの私（今後の抱負） 

私は、広島で、様々なものを見て、聞いて

学びました。そして、被爆者の方が年々減っ

ていることも知りました。そのため、広島で

様々なことを学んだ私は被爆者の話を聞いた 

‶証言者″としてこの悲惨な出来事を後世に伝

える責任があると考えました。 

平和を実現するには、世界中のすべての人

が平和の大切さを実感する必要があります。

その中で、平和の大切さを伝えることは地道

であっても一番良い方法であり、とても大切

なことです。広島で学んだすべての人が、平

和の大切さを周りの人に伝えることができれば、世界中の人が平和の大切さを実感し、世界を平

和にすることができると考えています。私も平和を実現するために広島で多くを学んだ者として

周りの人に平和の大切さを伝える責任があります。そのため、学校を通して、周りの人に平和の

大切さを伝えるなど、自分にできる限りのことをしていきます。 

― 暴力ではなく、「対話」で平和を創る ― 

平和記念資料館・被爆後の広島市 

被爆した直後の広島市の様子を見て、原爆の威力に驚きま

した。 



 

さいたま市立内谷中学校 １年 

中山 花奈 
 

「平和を創り続けていくために」 
 

 

事業に参加した今想うこと 

 私はこの事業に参加して、現地に行って五感で感じること・聴くことの重要さを実感しました。

今回私は実際に原爆ドームを訪れ、原爆を受けて破壊された建物を見てあまりの悲惨さに言葉を

失いました。普段の教科書からは読み取れない新たな気づきを得る事は、平和への第一歩だと思

います。また、被爆者の方の講話を聴いた際には、被爆者の方の思いのこもった声を目と耳と心

で聴くことで自分の中の学びを深めるきっかけになりました。この事業を通して、平和は当たり

前ではなく、みんなで協力して創っていかなければならないものだと深く感じました。 
 
 

これからの私（今後の抱負） 

 私がこれから意識していきたいこと。まずは、

様々な視点から物事を考えることです。全国平和

学習の集いに参加して様々な地域の生徒と交流し

たとき、相手の考えを聴いて新たな視点に気づか

されることがありました。１つの先入観で物事を

見るのではなく、広い視野を持って様々な立場か

ら考えることが、お互いの考えを理解するきっか

けになると思います。そして、これから身近な人

へ発信していくことも大切にしたいです。最近、

若い世代の戦争への関心が年々低くなりつつあり

ます。だからこそ、家族や友人など周りの人へ自

分の考えを伝えていくことで、平和の輪が広が

り、今後の平和へつながっていくと思います。被

爆者の中には、つらい被爆の記憶を話せない方もいます。だけどそれでも未来の私たちのために

記憶を伝えてくれているから、私たちもこの記憶を風化させないために、体験してきたことを発

信していきたいです。 

私たちが一人で平和を創ることはできません。けれど、ただ願っているだけでは平和は生まれ

ません。そこで私たちができることは、自分意識を持って行動すること。戦争、平和のことを他

人事だと思うのではなく、もっと身近な存在だと考えて小さな行動を起こすことが、大きな平和

を創ることにつながっていくと思います。 

― 色々な視点から考え、発信し、平和の輪を広げる ― 

平和記念資料館 佐々木貞子さんの折り鶴 

 鶴の１羽１羽に込められた願いを感じた。現在広島で

も平和への思いが折り鶴に込められている。このような

折り鶴がはがきや切手などにリサイクルされており、平

和の考えを広める工夫を実感した。 



 

さいたま市立岸中学校 ２年 

藤本 絢銘 
 

「平和構築への鍵」 
 

 

事業に参加した今想うこと 

今回の派遣事業に参加したことで、多くの人が被爆体験者の話を聞くこと、平和記念資料館な

どの展示品を見ること、これらを通して当時の状況を学び、そして理解をすることが平和構築に

繋がると思いました。 

初めて被爆体験者の話を聞き、大変有意義な時間を過ごしました。自発的に被爆体験者の話を

聞くこと、考えることによって、資料だけでは受け取ることのできない感情を鮮明にくみ取るこ

とができ、被爆体験者の恐怖や思いを追体験することができました。そして、資料館の展示品を

見ることで、当時確かに被爆があったと確認することができ、また、被爆体験者が実際に体験を

伝えることができなくなったとしても、資料によって被爆の悲惨な状況を後世に伝えることがで

きると思いました。 

これらを通じて、戦争を繰り返さないという意識を高めることが大切であり、結果的に平和を

構築していくと思います。 

 

これからの私（今後の抱負） 

今回の派遣事業を通じて、事前学習で、埼玉県でも多くの空襲被害があったこと、また、フラ

グ・プランの存在から、浦和でも空襲にあう可能性が十分にあったと分かりました。いつ空襲さ

れてもおかしくなかったことで、他人事ではないと強く感じました。 

そして、現地に派遣されるにあたり、平和とは単に「戦争がない」という状態ではなく、「人々

が安心して生きることができる」状態だと気づきました。体験談は昨日のことのように生々しく

鮮明で、「いつ死ぬかわからない。毎朝、生きていることに喜びを感じた」という言葉が心に残り

ました。戦時中の人々は安心して生活できなかったことが分かりました。 

戦争がなく、人々が安心して生きられるようにするに

はどうしたらいいか、私は次のように考えました。 

１．暴力や武力を使わず、外交を大切にすること 

２．歴史や宗教による価値観の違いを理解し合うこと 

３．正しい歴史を学び、戦禍を伝え続けること 

４．固定概念を捨て、共生する方法を見出すこと 

５．被爆国だからこそ核軍縮・核不拡散の原則を守り、 

主張し続けること 

６．民間人同士の会話や協力を促し、対話のチャンスを 

絶やさないこと 

人の命は一瞬で亡くなるからこそ、地道な努力を続

け、平和を作りあげていきたい。それが平和構築への鍵だと思います。 

―   家族や友達などに核兵器や戦争の悲惨さを伝え、自分から平和についての学びと理解を深める   ― 

派遣団員の笑顔が見られた入鹿海岸。笑顔と穏

やかな海が平和を表しているよう。平和を守っ

ていきたいと思った。 



 

さいたま市立常盤中学校 ２年 

槙原 彩乃 
 

「言葉で作る平和」 
 

 

事業に参加した今想うこと 

 私は広島への中学生平和学習派遣事業に参加して、現在私たちが平和に生きていられることの

嬉しさと、過去に起きていた戦争や被爆体験のつらさを無駄にしてはいけないと強く感じました。

旧海軍兵学校や平和記念資料館、原爆ドームなどを見学し、原爆の熱線により人影のあとがレン

ガに残ったままの写真を見て恐怖を感じました。平和記念式典では 120 以上の国籍の人全てが平

和を願う様子が印象的でした。小学生のこども代表の平和の誓いでは、戦争を知らない私たちで

も「OneVoice～たとえ一つの声でも思いを込めて伝えれば変化をもたらすことができる」という

言葉に共感しました。全国こども平和サミットや全国平和学習の集いでは被爆者の方から「原爆

により地面が 3～4 千℃にもなり一瞬にしてすべてを失ったけど、恨むだけでなく、戦争は未来へ

の教訓であってほしい」という貴重な話を聞けました。全国から集まった約 800 名の学生とグル

ープごとで平和について考え発表しました。被爆者の方からつながれた言葉を私たちがさらに未

来のこどもたちにつなげればならないという使命感にかられました。 
 
 

これからの私（今後の抱負） 

 私は広島への中学生平和学習派遣事業の中で、平

和とはどのような状態なのか、平和はどのようにし

て生まれるのか、そして今回の事業のテーマの「広

島での原爆被害を通して過去を学び未来の平和のた

めに何ができるか考えよう」という 3 つを学びまし

た。平和とは世界中の人全員が安心して生きていけ

る状態のことです。現在は世界ではウクライナやパ

レスチナなどでの戦争が続いていたり、日本でもい

じめや差別が続いていたりして絶対に全員が平和だ

と言い切ることができません。しかし私個人が世界

で起きている戦争を止めることは不可能です。その

ため今後はまずは「OneVoice～たとえ一つの声でも思いを込めて伝えれば変化をもたらすことが

できる」を実践します。身の回りのいじめや差別をなくし、暴力や戦争で解決することは決して

許されないとあきらめずに伝え続けることが平和への第一歩だと考えます。同時に私が広島の施

設を見学して感じたことやこども平和サミットや平和学習の集いで学んだことを、学校のみなさ

んに広く伝え全員に私と同じように平和な世界を望む気持ちを持ってもらうことが私の役目だと

思います。 

― 世界中の人々と 平和について「言葉」で理解し合おう ― 

被爆者、戦争で苦しめられた方々の思いを背負って

平和を作るという覚悟が生まれました。 



 

さいたま市立日進中学校 ３年 

渡部 雄士 
 

「私が思う世界平和の在り方と 

これからの私の生き方」 

事業に参加した今想うこと 

私は、広島への中学生平和学習派遣事業に参加し、戦争の恐ろしさを強く実感したことで、平

和への意識がより強くなりました。また、2 つのことを想うようになりました。 

１つ目は命とは尊いものであり誰かが蔑ろにしてよいものではなく、たくさんの生命を脅かす

こととなる戦争は絶対に起こしてはいけない、ということです。今回の派遣で私達は旧海軍兵学

校を訪れました。そこで戦争で亡くなられた方々の遺書や写真を見させていただきました。戦争

で失われた多くの命ひとつひとつに人生があり、まだまだ先の人生が長いはずだった方々が亡く

なられたのだということを改めて実感しました。このような残酷なことはあってはならないと強

く感じました。 

２つ目はたくさんのものを奪うことになる【核兵器】は、「人の命と尊厳を奪い、そして多くの

未来を狂わせる。故に核兵器との共存などというのは言語道断であり、製造も保有も許してはい

けない。」ということです。今回の派遣でお二人の被爆者の方から体験を聴いたり、広島平和記念

資料館を見学したり、原子爆弾や核兵器の恐ろしさを実感しました。 

世界では、近年各国の核兵器を保有する数が増えています。そして、年々日本の被爆者の高齢

化が進み核兵器の恐ろしさを伝えられる方が減少しています。だから今回の派遣で被爆者の方か

ら話を聴いた私たちが次の世代に核兵器の恐ろしさを伝える必要があります。 

原爆は多くの命を奪います。そして、命が助かったとしても後遺

症や差別によって苦しんでいる方々がいます。核兵器は人生を狂わ

す兵器なのです。だから、この世から核兵器を廃絶しなければなら

ないと断言できます。 

 

これからの私（今後の抱負） 

私は広島への中学生平和学習派遣事業に参加して、これからの人

生において決めたことが２つあります。それは今当たり前に感じて

いる平和な日常とすべての命を大切にして生きていきたいというこ

と、そして平和を尊び人権や尊厳を守り、辛い思いをしている人に

すぐに手を差し伸べられる人間になりたい、ということです。 

今回の派遣で私は今の平和な日常がどれだけ尊いものなのか、命

がどれだけ重いものなのかを実感しました。これからは平和を愛

し、不正・不公平を許さず、対話によって物事に向き合いたいで

す。今回学んだことを活かし、周りの人達に平和の大切さを伝えて

いきたいと思います。 

― 平和を愛し､不正・不公平を許さず､対話によって物事に向き合う― 

折り鶴・原爆の子の像 

「像は佐々木貞子さんを模した物」 

この像は広島の原爆投下により亡く

なった大勢の子どもたちへの慰霊で建

てられました。 

被爆者の一人である佐々木貞子さん

が１２歳という若さで白血病によって

亡くなるまでの間【折り鶴を千羽折れ

ば願いが叶う】という願いを込めて千

羽を超えても鶴を折り続けたという話

を平和記念資料館で読んだとき、命の

尊さ、平和を守り続けていくことの重

要性を強く感じました。 




